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7.混晶磁性化合物におけるスピングラス状態の動的側面に関する

コンピュータ ･シミュレーションによる研究

吉 原 知 樹

局在スピンが隣接相互作用をもつ化合物磁性体において,強磁性スピンを反強磁性スピンで

置換した混晶系の動的性質を調べる方法として,スピン動力学シミュレーション(SDS)を提

案する三I4) sDSは, 個々のスピンe?実時間変化を追跡するため,実際の実験操作と対応す

るシミュレーションが実行可能である｡5)

さらに,我々はSDSの適用例6)として,2次元XY系においてゼロ磁場中で冷却した場合

に得られる状態をスピンパターンとして図 1に示す｡ここで,黒い矢印は強磁性スピン,白い

矢印は反強磁性スピンの方向である｡また,丸の中の+,-はそのブラケットのカイラリティ

ーの絶対値を表している｡ 明らかに,++,一一のペアを芯とする渦構造が作られている｡さ

らに,ここ-磁場をかけた場合の系のダイナミックな変化を図2で左から右-示す｡当然,潤

は消失してゆくが,これはまた1-カイラリティーペアの剥離 (dissociation)による+-ペ

アの形成という現象としてもとらえられることがわかる｡このようにSDSは系の磁場に対す

る応答4･6)とか,さらには磁気共鳴現象 4)のように動的側面を直接調べられる点に大きな特徴

がある｡
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